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留萌市公共施設整備検討会議の位置づけと進め方

これまでの経過と検討会議設置の理由

留萌市における公共施設においては、昭和の年代に整備を行った施設が多く、老朽化によるリスクや維持管理費の増大、改修など
の課題を抱えている。

留萌市では平成３０年度に「留萌市公共施設庁内検討会議」を設置し、将来における公共施設に必要な機能の維持に向け、庁舎、
社会教育施設等の建替えの必要性について検討を行った。

市民の利用度が高く、国の交付金等支援制度のほか、有利な地方債や民間資金等の活用可能性など、財政負担の軽減も期待で
きる社会教育施設等の整備を、庁舎より優先して検討を進めていくものとした。

「駅前周辺地区」と令和２年７月に開業した「道の駅るもい」周辺地区とも一体となった賑わいや交流拠点としてまちづくりの視点を
もった中核施設として検討する。

留萌市公共施設整備検討会議の設置

新たな公共施設の整備にあたっては、官民で問題意識を共有しながらまちづくりの視点をもって将来像を議論していくことが重要であ
る。

公共施設の老朽化

庁内検討会議の設置

社会教育施設を優先

駅前周辺地区と道の駅

官民での問題意識の共有
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現状・課題等の共有

「道の駅るもい」も含めた「船場公園周辺地区」全体での面的な将来構想を描きながら、「社会教育施設の機能を有する新たな公
共施設」の整備に関して、駅前周辺地区での立地誘導を前提とした官民での協議を進め、整備基本構想に反映させる。

検討会議の目的

留萌市公共施設整備検討会議の位置づけと進め方

検討内容・進め方

・会議の位置づけ ・道の駅るもいの開業効果及び今後の整備計画
・公共施設建替の必要性（庁舎、社会教育施設）※庁内検討会議の結果報告

・前回検討会議の内容振り返り ・新規公共施設の候補地について
・グループ協議 など

第1回目（10月30日）

①船場公園周辺地区の拡張性と来訪者の回遊性
・道の駅るもいと駅前周辺

市へ報告書提出

常任委員会へ報告
(随時)

・検討にあたっての２つの視点

②地域の顔となる新たな公共施設の立地誘導 【社会教育施設機能＋交通結節点機能を基本】
・立地要件、適正規模 ・併せ機能（複合機能） ※集約可能な公共施設、民間商業施設 ・整備手法、財源など

候補地検討

第2回目（1月26日）

具体的な検討協議

Ｒ３年度
・新たな公共施設の機能、立地場所、施設の規模・整備手法などの
具体的な検討協議

基本構想
＜2021秋頃＞

基本計画、基本設計

＜2022以降＞

第２期都市再生整備計画策定

関係団体へのアンケート
調査等

アンケート等

本日の検討会議
・屋内交流・遊戯施設の概要説明 ・副港地区の説明
・市民ワークショップの進め方、テーマ等について

第3回目（3月4日）

市民ワークショップ

市民ＷＳ（3月22日）実施予定
・第3回までの検討会議の内容を踏まえ、さらに幅広い意見を収集するため、
市民ワークショップを実施
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第1回留萌市公共施設整備検討会議
-2020年10月30日実施-

「現状・課題等の共有」
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公共施設建替の必要性【留萌市公共施設庁内検討会議の結果報告】 主な配布資料

公共施設位置図

4



公共施設建替の必要性【留萌市公共施設庁内検討会議の結果報告】 主な配布資料

（庁内検討の背景）
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公共施設建替の必要性【留萌市公共施設庁内検討会議の結果報告】 主な配布資料
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公共施設建替の必要性【留萌市公共施設庁内検討会議の結果報告】 主な配布資料
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道の駅るもいの開業効果と今後の整備計画 主な配布資料
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道の駅るもいの開業効果と今後の整備計画 主な配布資料
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第1回検討会議における主な意見

「検討の進め方について」

・周辺地区整備まで検討すると検討が拡大してしまうため、議論の枠組み整理が必要

・利用者や機能など、検討の視点の絞り込みが必要

・利用団体や若者、主婦など幅広く市民の声を聴くため、ワークショップの複数回開催など意見聴取の機会が必要

・体育館、公民館、ホールなども視察して議論の参考としたい

「立地場所について」

・複数の立地候補地（旧留萌高校等）から駅周辺地区に絞り込むプロセスが重要

・20年～30年先を見通して市民が集まりやすい場所であるべき

・津波・洪水の浸水深などの想定を伝えた上で議論をすべき

・駅前周辺地区を立地場所とする場合、施設の立地がまちの課題解決に結びつくなどのビジョンを示すべき

「施設の建替え・複合化の考え方」
・公民館かスポーツセンターのどちらかは現地建替で良いのでは

・文化施設と体育施設が一体でなくてもよいのではないか。整備費について単独と複合の検討も必要

・社会教育施設のみならず、庁舎や子育て施設など公共施設も対象に考えていく必要があるのではないか

「施設への導入機能」

・ホールなど導入機能の規模については、利用者数のみならず、将来の活用方法も踏まえた検討が必要

・運営に係る負担軽減のために、施設内に収益施設の導入も必要

・施設機能について、多目的利用は、利用に結びつかない場合はあるので、利用目的の絞り込みも必要

「道の駅、船場公園との連携」

・道の駅や船場公園との連携を検討するべき

「現施設の跡地活用」

・現施設の跡地活用も課題

・「ぷるも」に防災施設を整備するのではなく文化センターを活用する方法もある
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第2回留萌市公共施設整備検討会議
-2021年1月26日実施-

「候補地の検討」
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新たな公共施設の整備検討にあたって（議論のたたき台としての市の考え方） 主な配布資料
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新たな公共施設の整備検討にあたって（議論のたたき台としての市の考え方） 主な配布資料
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候補地の検討 主な配布資料

候補地位置図
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候補地の検討 主な配布資料
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候補地の検討 主な配布資料
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「立地場所について」

・メリット・デメリットを考慮した際に駅周辺地区の代替候補地が出てこない。

・駅前周辺地区は、避難場所としては問題があるが、交通結節点となることから、立地を誘導しても良い。

・駅周辺地区に立地するならば、市営住宅・学校・幼稚園や市役所などの施設の誘導も検討すべき

・社会教育施設は人を誘導する施設であることから、まちの中心がどこであるかを踏まえて検討すべき

・まちの中心は神社下～ほっともっと付近と考えるため、国道周辺で土地活用を考えるべきではないか

・候補地のメリット・デメリットを整理し判断すべき

・現施設を全て駅前周辺地区へ立地する必要はなく、一部を移転、一部を残すなど様々な可能性を検討すべき

・旧留萌高校の体育館を活用して、文化施設エリアやスポーツ施設エリアなど、エリア分けを行うことも考えられる。

・副港地区は、他の用途で使用されていた実績があることから、用途変更をして活用することも検討すべき。

「施設機能について」
・図書館を含む複合施設も検討すべき。

・市役所の窓口機能があると便利と考える。

・バスターミナルや循環バス・タクシー乗り場・駐車場等の集約も検討すべき。

・産業会館など現在老朽化している施設も一体的に整備することも考えられる。

・500席程度のホールは必要だが、公民館の機能は縮小してもよいのではないか。

「市民からの意見聴取について」
・コロナ禍の為、ワークショップ参加が難しいと想定されるので、様々な団体へのアンケート調査を実施すべき。

・委員のみでなく、幅広く市民の声を聴いて取りまとめてほしい

立地場所についての結論：検討会議においては、現時点で駅前周辺地区を候補地とする。
※但し、今後行う市民ワークショップや団体アンケートなどにおいて、有効な提案がなされた場合には再検討を行う。

第2回検討会議における主な意見
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